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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

New York Representative O�ce

Ｎ Ｙ
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ（
正
式
に
は
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
）に
つ
い
て

New York
ニューヨーク駐在員事務所

（ニューヨーク駐在員事務所）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

（出所）外務省「海外在留邦人数調査統計」加工（出所）外務省、メキシコ政府、メキシコ中銀、IMF

【在留邦人と日系企業の推移】【メキシコのＦＴＡ発効・署名・交渉状況】
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

【メキシコの基本情報】
約1億2,701万人（2015年国連）
196万平方キロメートル（日本の約5倍）
メキシコシティ

欧州系（スペイン系等）と先住民の混血（60％）、先住民（30％）、
欧州系（スペイン系等）（9％）、その他（1％）

スペイン語
カトリック（国民の約9割）
エンリケ・ペニャ・ニエト大統領（2012年12月1日就任、任期6年）
11,443億ドル（2015年）
9,009ドル（2015年）
2.5%（2015年）
2.13%（2015年）
4.35％（2015年）
1ドル＝約17.93ペソ（2016年5月メキシコ中銀）

1994年のNAFTA発効以降、米国との経済関係が強まり、輸入全体の
約47％、輸出全体の約81％を米国が占める（2015年メキシコ経済省）

人口
面積
首都

民族

言語
宗教
元首

名目GDP総額
一人当りGDP（名目）
実質GDP成長率
消費者物価上昇率

失業率
通貨

主要貿易相手国（注）①中米単一FTAは、グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバドル、コスタリカ、ニカラグア。
　   ②TPPのかっこ内数値は、FTA発効済みの国を含む。
（出所）JETRO 世界貿易投資報告（2015年版）

メキシコの貿易に占める
構成比（2014年）発効日FTA

発効済み

署名済み

交渉中

輸出 輸入

（単位：％）

北米自由貿易協定（NAFTA）
メキシコ・コロンビアFTA（旧G3FTA）
メキシコ・チリFTA
メキシコ・イスラエルFTA
メキシコEU（28ヵ国）FTA
メキシコEFTA（4ヵ国）FTA
メキシコ・ウルグアイFTA
日本・メキシコ経済連携協定
メキシコ・ペルー通商統合協定
メキシコ・中米単一FTA（5ヵ国）①
メキシコ・パナマFTA
合計　11協定（46ヵ国）
太平洋同盟（チリ、ペルー、コロンビア）
メキシコ・ブラジル経済統合戦略協定
メキシコ・韓国経済補完戦略協定（凍結中）
環太平洋パートナーシップ（TPP）

1994/1/1
1995/1/1
1999/8/1
2000/7/1
2000/7/1
2001/7/1
2004/7/15
2005/4/1
2012/2/1
2013/9/1
2015/7/1
-
-
-
-
-

82.9
1.2
0.5
0.0
5.1
0.4
0.1
0.7
0.4
1.2
0.3
92.8
2.2
1.2
0.5
0.5

（84.4）

51.3
0.2
0.4
0.2
11.1
0.5
0.1
4.4
0.3
1.2
0.0
69.7
0.9
1.1
3.4
2.7

（54.6）②
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

New York Representative O�ce

Ｎ Ｙ
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

メ
キ
シ
コ（
正
式
に
は
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
）に
つ
い
て

New York
ニューヨーク駐在員事務所

（ニューヨーク駐在員事務所）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

（出所）外務省「海外在留邦人数調査統計」加工（出所）外務省、メキシコ政府、メキシコ中銀、IMF

【在留邦人と日系企業の推移】【メキシコのＦＴＡ発効・署名・交渉状況】
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679679
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6,9376,937
7,3037,303
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8,3878,387

9,1869,186
957957

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

【メキシコの基本情報】
約1億2,701万人（2015年国連）
196万平方キロメートル（日本の約5倍）
メキシコシティ

欧州系（スペイン系等）と先住民の混血（60％）、先住民（30％）、
欧州系（スペイン系等）（9％）、その他（1％）

スペイン語
カトリック（国民の約9割）
エンリケ・ペニャ・ニエト大統領（2012年12月1日就任、任期6年）
11,443億ドル（2015年）
9,009ドル（2015年）
2.5%（2015年）
2.13%（2015年）
4.35％（2015年）
1ドル＝約17.93ペソ（2016年5月メキシコ中銀）

1994年のNAFTA発効以降、米国との経済関係が強まり、輸入全体の
約47％、輸出全体の約81％を米国が占める（2015年メキシコ経済省）

人口
面積
首都

民族

言語
宗教
元首

名目GDP総額
一人当りGDP（名目）
実質GDP成長率
消費者物価上昇率

失業率
通貨

主要貿易相手国（注）①中米単一FTAは、グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバドル、コスタリカ、ニカラグア。
　   ②TPPのかっこ内数値は、FTA発効済みの国を含む。
（出所）JETRO 世界貿易投資報告（2015年版）

メキシコの貿易に占める
構成比（2014年）発効日FTA

発効済み

署名済み

交渉中

輸出 輸入

（単位：％）

北米自由貿易協定（NAFTA）
メキシコ・コロンビアFTA（旧G3FTA）
メキシコ・チリFTA
メキシコ・イスラエルFTA
メキシコEU（28ヵ国）FTA
メキシコEFTA（4ヵ国）FTA
メキシコ・ウルグアイFTA
日本・メキシコ経済連携協定
メキシコ・ペルー通商統合協定
メキシコ・中米単一FTA（5ヵ国）①
メキシコ・パナマFTA
合計　11協定（46ヵ国）
太平洋同盟（チリ、ペルー、コロンビア）
メキシコ・ブラジル経済統合戦略協定
メキシコ・韓国経済補完戦略協定（凍結中）
環太平洋パートナーシップ（TPP）

1994/1/1
1995/1/1
1999/8/1
2000/7/1
2000/7/1
2001/7/1
2004/7/15
2005/4/1
2012/2/1
2013/9/1
2015/7/1
-
-
-
-
-

82.9
1.2
0.5
0.0
5.1
0.4
0.1
0.7
0.4
1.2
0.3
92.8
2.2
1.2
0.5
0.5

（84.4）

51.3
0.2
0.4
0.2
11.1
0.5
0.1
4.4
0.3
1.2
0.0
69.7
0.9
1.1
3.4
2.7

（54.6）②
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

最
後
に

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

（ニューヨーク駐在員事務所）

【日本-メキシコ、二国間の貿易額】 【メキシコのインフラ網（例：高速道、港湾）】【主な日系企業のメキシコの拠点】

（注）予定、合弁を含む。複数の州に拠点を持つ企業もある。
（出所）日本経済新聞社（注）1カ国複数都市が調査対象となっている場合は平均値を用いている。

（出所）JETRO メキシコ・リスクマネジメント研究会報告書「投資コスト比較調査」

（百万ドル）

【製造業労働者（一般工レベル）の月給比較（2014～2015年）】
（単位：ドル）

・日本の全貿易額に占めるメキシコのシェア（2015年/IMF）　輸出 1.7％　輸入 0.7％
・メキシコの全貿易額に占める日本のシェア（2015年/IMF）　輸出 0.8％　輸入 4.4％
・日本の主要輸出品目
自動車部品、自動車、鉄鋼のフラットロール製品、音響・映像機器の部分品、金属加工機械等
・日本の主要輸入品目
電気機器、科学光学機器、豚肉、一般機械、塩、果実、自動車、非鉄金属鉱等
（出所）外務省、IMF

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

9,280

2,838

6,442

2006年

6,881

2,542

4,339

2005年

10,176

3,169

7,007

2007年

9,957

3,819

6,138

2008年

6,835

2,796

4,038

2009年

9,576

3,487

6,090

2010年

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

10,572

4,401

6,171

2012年

10,026

3,970

6,056

2011年

9,688

4,219

5,469

2013年

10,619

4,288

6,331

2014年

10,472

4,748

5,724

2015年

米州 欧州 アジア大洋州

国名

カナダ

米国

アルゼンチン

ブラジル

チリ

コロンビア

ペルー

パラグアイ

メキシコ

月給

3,680

2,958

1,375

1,012

660

602

464

392

316

国名

ドイツ

英国

フランス

スペイン

トルコ

ロシア

ハンガリー

ポーランド

ルーマニア

月給

4,013

3,349

2,851

2,368

2,261

1,091

974

917

510

国名

オーストラリア

日本

韓国

中国

マレーシア

タイ

インドネシア

インド

ベトナム

月給

3,823

2,216

1,729

443

418

363

241

233

165

（出所）在メキシコ日本国大使館
　　  （メキシコ経済・自動車産業概観-相次ぐ日系企業の進出-）
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日
本
人
に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、„
タ

コ
ス
“、„
テ
キ
ー
ラ
“、„
サ
ボ
テ
ン
“あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。ま

た
は
、ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
カ
ン
ク
ン
、最
近
で
は
、ア
メ
リ

カ
大
統
領
候
補
の
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
氏
が
国
境
に
壁

を
建
設
す
る
と
言
って
い
る
国
く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、な
じ

み
の
あ
る
国
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
、日

系
企
業
に
と
っ
て
メ
キ
シ
コ
は
注
目
の
国
と
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
、日
系
企
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
日
系
企
業
数
は
、2
0
0
5
年
に
は

3
2
6
社
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
す
が
、2
0
1
5
年
に
は
約

3
倍
の
9
5
7
社
へ
と
増
加
し
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

か
ら
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
メ
キ
シ
コ
の
中
央
高
地
に
位
置

す
る
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
に
本
格
進
出
す
る
な
ど
、今
後
も

自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
に
日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

は
続
い
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、日
系
企
業
の
進
出
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
中
心
と
な
って
い
ま
す
が
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進

出
す
れ
ば
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
進
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。日
系
企
業
の
工
場
が
進
出
す
れ
ば
、日

本
人
社
員
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
、そ
の
家
族
も
つ
い
て
く

る
こ
と
で
在
メ
キ
シ
コ
の
日
本
人
が
増
え
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。メ
キ
シ
コ
国
内
の
在
留
邦
人
数
も
い
ま
や
1
万

人
に
達
す
る
勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
人
が
増
え
れ

ば
、メ
キ
シ
コ
各
地
に
日
本
人
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、

製
造
メ
ー
カ
ー
に
限
ら
ず
、食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン・医
療・教

育
と
いっ
た
日
本
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、な
ぜ
メ
キ
シ
コ
に
は
こ
ん
な
に
も
日
系
企
業
が
進

出
し
、そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
の
で

し
ょ
う
か
？
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
、そ
し
て
、そ
の
魅
力
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
南
部
に
位
置
し
、面

積
は
日
本
の
約
5
倍
、人
口
は
約
1
億
3
千
万
人
、

2
0
1
5
年
の
名
目
G
D
P（
U
S
ド
ル
）ラ
ン
キ
ン
グ
は

世
界
第
15
位
、O
E
C
D（
経
済
協
力
開
発
機
構
）に
加

盟
し
て
い
る
先
進
国
の
ひ
と
つ
で
す
。ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、ア
メ
リ
カ
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
規
模
の
経
済
大

国
で
あ
り
、過
去
5
年
間
の
人
口
増
加
率
は
年
率
平
均
1

･4
％
で
平
均
年
齢
は
27
歳
と
若
い
人
口
構
成
に
なって
い

ま
す
。今
後
も
経
済
成
長
が
見
込
め
る
国
の
ひ
と
つ
と

なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
、1
4
2
8
年
に
メ
キ
シ
コ
中
央
部
に
誕
生

し
た
ア
ス
テ
カ
帝
国
が
1
5
2
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
に
よって

滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、約
3
0
0
年
に
わ
た
って
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
統
治
を
受
け
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
な
ど
に

触
発
さ
れ
た
こ
と
で
、1
8
1
0
年
か
ら
独
立
戦
争
が
始

ま
り
、1
8
2
1
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
。そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
や
内
戦
状
態
、メ
キ
シ
コ
革
命
を
経
て

現
在
に
至
り
ま
す
。現
在
は
、2
0
1
2
年
に
就
任
し
た

ペニ
ャ・ニ
エ
ト
大
統
領
の
も
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
改
革
、財

政
改
革
、通
信
改
革
、教
育
改
革
、政
治・選
挙
制
度
改
革

及
び
労
働
改
革
に
着
手
し
、憲
法
改
正
や
関
連
法
案
等

を
成
立
さ
せ
、大
規
模
か
つ
迅
速
に
構
造
改
革
を
進
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
1
9
6
5
年
に
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
税
制
優
遇

措
置
が
制
定
さ
れ
外
国
資
本
誘
致
の
た
め
の
保
税
加
工

制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め

多
く
の
国
が
メ
キ
シ
コへ
投
資
し
て
き
ま
し
た
。1
9
9
4

年
に
N
A
F
T
A（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）が
締
結
さ
れ

て
か
ら
は
、世
界
最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
関

税
な
し
で
輸
出
で
き
る
と
い
う
利
点
も
相
ま
って
、急
速
に

注
目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。自
由
貿
易
主
義
を

貫
く
メ
キ
シ
コ
は
、F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）の
締
結
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、現
在
で
は
世
界
46
カ
国
と

の
間
で
締
結
す
る
に
至
って
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
F
T
A
締
結
国
は
、ア
メ
リ
カ・日
本・E
U

等
の
主
要
な
先
進
国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
数
の
中
南
米

諸
国
も
含
ま
れ
ま
す
。多
数
の
国
に
無
税
で
輸
出
で
き
る

F
T
A
網
を
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
を
重
要

な
輸
出
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
動
き
が
広
が
って
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
理
的
に
も
、ア
メ
リ
カ
大
陸
の
中
間
に
位
置

し
、太
平
洋
と
大
西
洋
側
の
両
岸
に
コ
ン
テ
ナ
港
を
持
って

い
る
こ
と
か
ら
、北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
、太
平
洋
と

大
西
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な
拠
点
と
なって
お
り
ま
す
。

　
現
在
交
渉
中
の
T
P
P（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）に
も
メ
キ
シ
コ
は
参
加
し
て
お
り
、T
P
P
締
結

の
際
に
は
、現
在
締
結
が
遅
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
大
洋
州
諸

国
と
の
F
T
A
締
結
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
キ
シ
コ
の
魅

力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
交
流
の
歴
史
は
、約
4
0
0
年
前

の
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。伊
達
政
宗
の
命

を
受
け
た
支
倉
常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
団
が
立
ち
寄
っ

た
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、そ
の
後
は
江
戸
幕
府
の
鎖
国
に
よ
り

一
旦
は
交
流
が
途
絶
え
ま
し
た
。明
治
維
新
に
よ
る
日
本

の
開
国
に
伴
い
、再
び
交
流
が
始
ま
り
二
国
間
で
通
商
条

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、1
8
8
8
年（
明
治
21
年
）に
日
本
が
メ
キ
シ
コ

と
締
結
し
た
日
墨
修
好
通
商
条
約（
墨
＝
メ
キ
シ
コ
）は
、

日
本
に
と
って
事
実
上
は
じ
め
て
の
平
等
条
約
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
い
歴
史
を
持
つ
日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

は
、2
0
0
5
年
4
月
に
発
効
と
なっ
た「
日
本・メ
キ
シ
コ

経
済
連
携
協
定（
日
墨
E
P
A
）」に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
面
に

お
い
て
も
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、二
国
間
の
貿
易
額
は

2
0
0
5
年
以
降
、輸
出
入
と
も
に
増
加
し
続
け
て
い
ま

す
。本
協
定
は
農
産
品
分
野
を
含
む
本
格
的
な
F
T
A
と

な
って
お
り
、物・品・人・サ
ー
ビ
ス・資
本
の
自
由
化
お
よ

び
円
滑
化
、競
争
政
策
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
な
ど
に
つ
い

て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
墨
E
P
A
に
基
づ
く

特
恵
関
税
率
適
用
に
よ
り
、日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
メ
キ

シ
コ
農
産
品
の
輸
出
先
と
な
り
ま
し
た
。一
方
で
、日
墨

E
P
A
の
締
結
に
よ
り
、日
本
は
N
A
F
T
A
や
E
U・メ

キ
シ
コ
F
T
A
な
ど
を
利
用
し
て
、関
税
面
で
の
優
位
性
を

築
い
て
い
た
メ
キ
シ
コ
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
近
年
、盛

ん
に
なって
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
も
、特
に
自
動
車
産
業

の
メ
キ
シ
コ
進
出
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の
製
造
業
が
こ
ぞ
って

進
出
を
し
て
い
ま
す
。一
般
的
に
メ
キ
シ
コ
に
は
、以
下
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

① 

地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
：
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
へ
陸
続
き
で
隣
接
し
て
お
り
、中
南
米
諸

国
と
も
近
接
し
て
い
る
。ま
た
、太
平
洋・大
西
洋
の

双
方
に
港
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
方
面
への
ア

ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
と
なって
い
る
。

② 

貿
易
政
策
：
メ
キ
シ
コ
は
、ア
メ
リ
カ・E
U・中
南
米

諸
国
と
F
T
A
を
積
極
的
に
締
結
し
て
お
り
、そ
の

数
は
今
や
世
界
46
カ
国
と
な
って
い
る
。こ
う
し
た
関

税
面
で
の
優
遇
を
享
受
で
き
る
こ
と
も
あ
って
、各
国

に
と
って
メ
キ
シ
コ
の
生
産
拠
点
、貿
易
の
重
要
拠
点

と
し
て
の
魅
力
が
増
し
て
い
る
。

③ 

労
働
コ
ス
ト
：
若
い
人
口
構
成
か
つ
穏
健
な
労
働
組

合
の
存
在
も
あ
り
、中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
新
興
国

で
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
か
、安
価
な
労
働
コ
ス

ト
と
低
く
安
定
し
た
賃
金
上
昇
率
を
保
って
い
る
。賃

金
水
準
は
中
国・マ
レ
ー
シ
ア・タ
イ・イ
ン
ド
な
ど
と

同
程
度
と
なって
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
も
つ
メ
キ
シ
コ
に
は
世
界
各
国
の

製
造
業
、と
り
わ
け
欧
米
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
進
出

し
て
い
ま
し
た
が
、近
年
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
各
社

の
本
格
進
出
、さ
ら
に
自
動
車
部
品・鉄
鋼
等
企
業
の
進

出
が
活
発
と
な
っ
て
い
ま
す
。メ
キ
シ
コ
は
日
本
の
自
動

車
産
業
に
と
っ
て
、米
州
展
開
の
戦
略
拠
点
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
の
2
0
1
5
年
の
自
動
車（
大
型
バ
ス・ト

ラ
ッ
ク
除
く
）生
産
台
数
は
3
3
9
万
9
，0
7
6
台
、輸

出
台
数
は
2
7
5
万
8
，8
9
6
台
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
、2
年
連
続
で
中
南
米
最
大
の
自
動
車
生
産

国
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、日
系
企
業
の
占
め
る
割

合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
の
メ
キ
シ
コ
国
内
へ

の
対
内
直
接
投
資
額
は
、自
動
車
産
業
を
中
心
に
13
億

2
，8
9
0
万
ド
ル
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ・ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ

第
3
位
と
なって
い
ま
す
。と
り
わ
け
日
本
か
ら
の
投
資
の

う
ち
、製
造
業
は
11
億
9
，4
2
0
万
ド
ル
と
ほ
ぼ
9
割

を
占
め
、う
ち
自
動
車
産
業（
完
成
車
、自
動
車
部
品
製

造
）が
9
億
2
，0
8
0
万
ド
ル
と
なって
い
ま
す
。

　
メ
キ
シ
コ
は
現
地
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
少
な
く
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
地

調
達
比
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
投
資
計
画
の
増
加
に
伴

い
、日
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
側
面
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
を
み

て
き
ま
し
た
が
、日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係
は
今
後
も
、よ

り
いっ
そ
う
深
い
つ
な
が
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。今
ま
で
は
、日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
中
心
で

あ
っ
た
自
動
車
産
業
の
進
出
も
、メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
自
動

車
生
産
台
数
の
増
加
に
伴
って
、自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー

各
社（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
1
企
業
だ
け
で

な
く
、二
次
、三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
：
T
i
e
r
2
，3
）

の
進
出
も
増
え
て
い
ま
す
。日
系
企
業
進
出
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、日
本
人
社
員
や
そ
の
家
族
も
含
め
た
駐
在
員
の

数
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
1
月
に
は
、良
好
な
二
国
間
関
係
な
ら
び
に

中
央
高
原（
バ
ビ
オ
）地
域
を
中
心
と
し
た
進
出
日
本
企

業
及
び
こ
れ
に
伴
う
現
地
在
留
邦
人
の
増
加
等
を
背
景

に
、グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
レ
オ
ン
市
に
在
レ
オ
ン
日
本
国
総
領

事
館
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。今
で
は
、日
本
人
の
た
め
の
住

宅
建
設
、レ
ス
ト
ラ
ン・ス
ー
パ
ー
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま

す
。当
地
に
お
け
る
日
本
語・ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
の

で
き
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
需
要
も
高
ま
って
い
る
と
の

こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、今
後
は
、日
本
製

品・日
本
文
化
、日
本
食
な
ど
の
需
要
増
も
期
待
さ
れ
ま

す
。従
来
の
製
造
業
中
心
の
日
系
企
業
に
よ
る
メ
キ
シ
コ

進
出
も
、他
産
業・分
野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
一
方
、メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る
企
業
に
と
って
心
配
の
タ

ネ
は
当
地
の
治
安
問
題
で
あ
り
、国
内
物
流
に
お
け
る
貨

物
の
盗
難
リ
ス
ク
や
日
常
生
活
に
お
け
る
犯
罪
等
が
あ
り

ま
す
が
、州・政
府
を
あ
げ
て
の
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り

徐
々
に
改
善
さ
れ
つつ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
地
理
的
に
遠
い
メ
キ
シ
コ
で
す
が
、

2
0
1
7
年
2
月
か
ら
は
、A
N
A
が
成
田
〜
メ
キ
シ
コ

間
の
直
行
便
運
航
を
開
始
す
る
な
ど
、メ
キ
シ
コへの
ア
ク

セ
ス
は
格
段
と
よ
く
な
って
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。T
P
P
の
成
立
に
つ
い
て
不
透
明
な
部
分
は
多
い
で

す
が
、日
本
企
業・在
留
邦
人
の
増
加
に
伴
い
、日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
国
間
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
って
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。今
後
も
、メ
キ
シ
コ
が
日
本
に
とって
熱
い
国

と
なって
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
蒲
原 

直
樹
）

日
系
企
業
の
メ
キ
シ
コ
進
出

最
後
に

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
関
係

（ニューヨーク駐在員事務所）

【日本-メキシコ、二国間の貿易額】 【メキシコのインフラ網（例：高速道、港湾）】【主な日系企業のメキシコの拠点】

（注）予定、合弁を含む。複数の州に拠点を持つ企業もある。
（出所）日本経済新聞社（注）1カ国複数都市が調査対象となっている場合は平均値を用いている。

（出所）JETRO メキシコ・リスクマネジメント研究会報告書「投資コスト比較調査」

（百万ドル）

【製造業労働者（一般工レベル）の月給比較（2014～2015年）】
（単位：ドル）

・日本の全貿易額に占めるメキシコのシェア（2015年/IMF）　輸出 1.7％　輸入 0.7％
・メキシコの全貿易額に占める日本のシェア（2015年/IMF）　輸出 0.8％　輸入 4.4％
・日本の主要輸出品目
自動車部品、自動車、鉄鋼のフラットロール製品、音響・映像機器の部分品、金属加工機械等
・日本の主要輸入品目
電気機器、科学光学機器、豚肉、一般機械、塩、果実、自動車、非鉄金属鉱等
（出所）外務省、IMF

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

9,280

2,838

6,442

2006年

6,881

2,542

4,339

2005年

10,176

3,169

7,007

2007年

9,957

3,819

6,138

2008年

6,835

2,796

4,038

2009年

9,576

3,487

6,090

2010年

対メキシコ輸出

対メキシコ輸入

収支

10,572

4,401

6,171

2012年

10,026

3,970

6,056

2011年

9,688

4,219

5,469

2013年

10,619

4,288

6,331

2014年

10,472

4,748

5,724

2015年

米州 欧州 アジア大洋州

国名

カナダ

米国

アルゼンチン

ブラジル

チリ

コロンビア

ペルー

パラグアイ

メキシコ

月給

3,680

2,958

1,375

1,012

660

602

464

392

316

国名

ドイツ

英国

フランス

スペイン

トルコ

ロシア

ハンガリー

ポーランド

ルーマニア

月給

4,013

3,349

2,851

2,368

2,261

1,091

974

917

510

国名

オーストラリア

日本

韓国

中国

マレーシア

タイ

インドネシア

インド

ベトナム

月給

3,823

2,216

1,729

443

418

363

241

233

165

（出所）在メキシコ日本国大使館
　　  （メキシコ経済・自動車産業概観-相次ぐ日系企業の進出-）
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ボロブドゥル寺院遺跡の仏像の横顔



海 外
ビ ジ ネ ス
リ ポ ー ト

Singapore
シンガポール駐在員事務所

Hong Kong
香港駐在員事務所

Shanghai
上海駐在員事務所

Dalian
大連駐在員事務所

Bangkok
バンコク駐在員事務所

Taipei
台北駐在員事務所

Hochiminh
ホーチミン駐在員事務所

ボロブドゥル寺院遺跡の仏像の横顔



　
香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

Hong Kong Representative O�ce

ア ジ ア
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

地
域
統
括
会
社
の
役
割
・
機
能

地
域
統
括
会
社
が
設
置
さ
れ
る
理
由

Hong Kong
香港駐在員事務所

①②③④⑤

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）
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《兄弟会社型》

A国法人
地域統括
会社

【表1 地域統括会社が持つ様々な機能】 【地域統括会社の代表的な形態】

《中間持株会社型》

日本本社

B国法人 C国法人

A国法人
地域統括会社 B国法人 C国法人

日本本社

●地域全体の経営戦略
●投資計画・中期経営計画の立案

経営企画機能

●バックオフィス業務（人事、法務、会計、内部統制など）を地域単位で集約
  ⇒バックオフィスの効率化とコスト削減業務支援機能

●子会社間での資金の有効活用
●為替リスクの一元管理による全体としての為替リスクの軽減
●資金調達窓口の一本化
●リインボイスによる商流管理

金融・財務機能

●地域内の販売・マーケティング
●新規販売先開拓
●仕入・物流管理

販売・物流・生産管理・
技術支援機能

●子会社への投下資本を配当金として回収・再投資持ち株機能

（香港駐在員事務所）

誘
致
に
動
き
出
し
た
香
港

地
域
統
括
会
社
：
金
融
統
括
会
社

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
：
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

Hong Kong Representative O�ce

ア ジ ア
駐 在 員

告報

は
じ
め
に

地
域
統
括
会
社
の
役
割
・
機
能

地
域
統
括
会
社
が
設
置
さ
れ
る
理
由

Hong Kong
香港駐在員事務所

①②③④⑤

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）
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《兄弟会社型》

A国法人
地域統括
会社

【表1 地域統括会社が持つ様々な機能】 【地域統括会社の代表的な形態】

《中間持株会社型》

日本本社

B国法人 C国法人

A国法人
地域統括会社 B国法人 C国法人

日本本社

●地域全体の経営戦略
●投資計画・中期経営計画の立案

経営企画機能

●バックオフィス業務（人事、法務、会計、内部統制など）を地域単位で集約
  ⇒バックオフィスの効率化とコスト削減業務支援機能

●子会社間での資金の有効活用
●為替リスクの一元管理による全体としての為替リスクの軽減
●資金調達窓口の一本化
●リインボイスによる商流管理

金融・財務機能

●地域内の販売・マーケティング
●新規販売先開拓
●仕入・物流管理

販売・物流・生産管理・
技術支援機能

●子会社への投下資本を配当金として回収・再投資持ち株機能

（香港駐在員事務所）

誘
致
に
動
き
出
し
た
香
港

地
域
統
括
会
社
：
金
融
統
括
会
社

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
：
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

優
遇
税
制
の
実
体

①②③

④⑤

①1
．

ⅰ
）

ⅱ
）

ⅲ
）

2
．

3
．

②
地
域
統
括
拠
点
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

考
慮
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

香
港
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー（
C
T
C
）の
優
遇
税
制

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）
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【図1】
《各現法による個別運営の場合》
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《地域統括会社を活用した場合》
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【図2 貿易決済の効率化例（決済代行、リインボイス）】【表2 優遇条件】

仕入先A

仕入先B

販売先C

販売先D

A国法人

本社（日本）

B国法人

C国法人
物流・決済

決済 物流

仕入先A

仕入先A

販売先A

販売先A

A国法人

日本（本社）

B国法人

C国法人

●当該年度において、CTCの中央管理と統制が香港で行われていること
●当該年度の適正な利益を生み出す活動が以下のいずれかで行われていること
　ⅰ）香港でCTC自身が行っている　ⅱ）CTCの手配によって香港で行われている 以上、香港でのビジネスの実体要件

●香港において1つ以上のコーポレート・トレジャリー活動のみを行っている企業
●以下のⅰ）又はⅱ）のセーフハーバールールのいずれかを満たす企業
　ⅰ）単年度セーフハーバールール

・財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合が75％以上
・財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合が75％以上

　ⅱ）複数年度のセーフハーバールール
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合の平均値が75％以上
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合の平均値が75％以上

●内国歳入庁長官の認定を受けた企業

●香港外のグループ会社に対する貸付・借入業務
●香港外のグループ会社に対するコーポレート・トレジャリーサービス
●香港外のグループ企業の事業に関して、財務統括会社が自己勘定で行うコーポレート・トレジャリー取引

●2016年4月1日以降に受領又は発生した利益に対して適用

対象企業（資格要件）

適用対象範囲

対象企業（事業要件）
※金融機関を除く

適格コーポレート・
トレジャリー活動

本社（日本）

地域統括会社

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

優
遇
税
制
の
実
体

①②③

④⑤

①1
．

ⅰ
）

ⅱ
）

ⅲ
）

2
．

3
．

②
地
域
統
括
拠
点
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

考
慮
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

香
港
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー（
C
T
C
）の
優
遇
税
制

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

’16

【図1】
《各現法による個別運営の場合》
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情報の分散

機能の集約
情報の集中
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買
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造
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務
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務

《地域統括会社を活用した場合》

地域統括会社

労 

務
財 

務
法 

務
販 

売
仕 

入

経
営
企
画

持 

株

B国法人

管 

理
製 

造

A国法人

管 

理
製 

造

本社（日本）

指示

対価 権限付与

サービス・ファイナンス・経営企画など

【図2 貿易決済の効率化例（決済代行、リインボイス）】【表2 優遇条件】

仕入先A

仕入先B

販売先C

販売先D

A国法人

本社（日本）

B国法人

C国法人
物流・決済

決済 物流

仕入先A

仕入先A

販売先A

販売先A

A国法人

日本（本社）

B国法人

C国法人

●当該年度において、CTCの中央管理と統制が香港で行われていること
●当該年度の適正な利益を生み出す活動が以下のいずれかで行われていること
　ⅰ）香港でCTC自身が行っている　ⅱ）CTCの手配によって香港で行われている 以上、香港でのビジネスの実体要件

●香港において1つ以上のコーポレート・トレジャリー活動のみを行っている企業
●以下のⅰ）又はⅱ）のセーフハーバールールのいずれかを満たす企業
　ⅰ）単年度セーフハーバールール

・財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合が75％以上
・財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合が75％以上

　ⅱ）複数年度のセーフハーバールール
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の全利益に占めるコーポレート・トレジャリー活動に基づく利益の割合の平均値が75％以上
・直近2もしくは3年間の財務統括会社の総資産に占めるコーポレート・トレジャリー活動に係る資産の割合の平均値が75％以上

●内国歳入庁長官の認定を受けた企業

●香港外のグループ会社に対する貸付・借入業務
●香港外のグループ会社に対するコーポレート・トレジャリーサービス
●香港外のグループ企業の事業に関して、財務統括会社が自己勘定で行うコーポレート・トレジャリー取引

●2016年4月1日以降に受領又は発生した利益に対して適用

対象企業（資格要件）

適用対象範囲

対象企業（事業要件）
※金融機関を除く

適格コーポレート・
トレジャリー活動

本社（日本）

地域統括会社

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

最
後
に

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

【表4 各国の投資優遇税制（香港、シンガポール、タイ、マレーシア）】

【CTC導入で存在感を示すことができるのか世界有数の金融都市セントラル】

【JETROホームページ】

制度名

現行法人税率

優遇法人税率

対象収入

優遇期間

主な優遇条件

香港
CTC

16.5％

8.25％

定めなし

利益・資産割合

タイ
IHQ

20％

0％

15年

シンガポール
RHQ/IHQ/FTC

17％

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

資本金、経費、
統括対象国数など

RHQ：
I HQ：
FTC：

15％
0/5/10％
8％

RHQ：
I HQ：
FTC：

3年+2年延長
5~10年
5~10年

マレーシア
Principal Hub

25％
（賦課年度2016年より24％）

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

Tier1：
Tier2：
Tier3：

0％
5％
10％

Tier1：
Tier2：
Tier3：

5年+5年延長
同上
同上

■投資比較
https://www.jetro.go.jp/world/search/cost_result?countryId%5B%5D=900&countryId%5B%5D=
1100&countryId%5B%5D=1900&countryId%5B%5D=3500

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07000338/asia_seisannetwork_5.pdf#search=
'%E9%A6%99%E6%B8%AF%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E7%B5%B1%E6%8B%AC%E4%BC%9A%E7%A4%BE'

■香港
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/

■シンガポール
https://www.jetro.go.jp/world/asia/sg/invest_03.html

■タイ
https://www.jetro.go.jp/world/asia/th/invest_03.html

■マレーシア
https://www.jetro.go.jp/world/asia/my/invest_03.html

※資料作成の出所：日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）HP、各国政府 HP、香港ポストを参照し、作成
※各国投資優遇税制記載は一部であり、また制度変更など行われるため、都度、各専門家に確認が必要となります

海外からの適格所得（マネジメントサービス、ロイヤルティ等※各国により定期は異なる）
※シンガポールは上記適格所得の増加分に対して

【表3 CTCが行う香港外グループ会社との
 貸付・借入に係る税務上の取扱い】 

香港でCTCとして行うグループファイナンス
業務を行っている企業

益金参入：香港で実行され貸付に対する利息
　　　　 （香港域外で利用されるものを含む）

損金算入（今回の変更点）
条件：通常の方法で香港外のグループ会社か

らの資金を借入れしていること
香港域外の貸付人は受取利息に対し
て8.25％もしくは16.5％のいずれかの
適用税率より低くない税率で香港域外
で課税されていること
香港域外の貸付人の受取利息の使用
や享受に関して、他者への利息の移転
に関して契約上または法的な義務に
よって制限をうけないこと

対象

受取利息

支払利息

（香港駐在員事務所）
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香
港
は
、自
由
な
外
貨
管
理
、優
れ
た
資
本・金
融
市

場
、世
界
最
大
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
、簡
素
か
つ

低
税
率
な
税
制
、中
国
返
還
後
も
『
一
国
二
制
度
』の

下
で
、英
国
法
に
準
拠
し
た
法
制
度
の
完
備
、国
際
人

材
が
豊
富
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候

補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、香
港

と
同
様
に
地
域
統
括
会
社
の
設
置
候
補
地
と
し
て
候

補
に
挙
が
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
比
べ
て
、政
府
の
積
極
的

な
関
与
や
優
遇
税
制
が
な
い
こ
と
が
地
域
統
括
会
社

誘
致
に
不
利
に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
統
括
会
社
の
重
要
な
役
割・機
能
の
一
つ

で
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
キ
ャ
ッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う

上
で
税
務
上
の
取
扱
い
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
問
題

も
香
港
は
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、香
港
特
別

行
政
区
は
2
0
1
5
年
12
月
に
地
域
統
括
会
社
向
け

の
優
遇
税
制
を
含
む
税
制
改
正
案
を
公
示
し
、同
年
同

月
に
立
法
議
会
で
審
議
が
開
始
さ
れ
、翌
年（
　
年
）6

月
に
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、現
在
ア

ジ
ア
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
統
括
会
社
誘

致
を
巡
る
熾
烈
な
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
日
系
企
業
は
国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、コ
ス
ト
削

減
の
為
に
生
産
拠
点
を
労
働
コ
ス
ト
の
安
い
ア
ジ
ア
に

求
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
ア
ジ
ア
は
経
済
発
展
に
伴
う

消
費
市
場
と
し
て
魅
力
が
高
ま
り
、ま
た
は
災
害・テ
ロ

等
の
発
生
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
複
数

国
に
拠
点
を
持
つ
日
系
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ

の
為
、国
を
跨
ぎ
拠
点
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、複
数
の

重
複
す
る
企
業
活
動（
財
務
機
能
、労
務
機
能
、販
売

推
進
機
能
な
ど
）を
集
約
し
効
率
よ
く
運
営
し
た
い
、

ま
た
は
各
国
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
た
い
と
い
う

日
本
本
社
の
思
惑
と
し
て
、生
産
拠
点
・
消
費
市
場
に

近
い
地
域
に
ま
と
め
役
と
な
る
地
域
統
括
会
社
を
設

置
、活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
る

地
域
統
括
会
社
に
管
理
す
る
会
社
の
持
ち
株
を
保
有

す
る
か
し
な
い
か
に
よ
り
、大
き
く
2
つ
の
形
態
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
統
括
会
社
が
株
式
を
保

有
す
る
場
合
に
は
、会
社
の
所
有
者
と
し
て
強
い
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
域
統
括
会
社
の
役
割
は
、日
本

本
社
に
代
わ
り
、そ
の
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
あ
り
、国・地
域
に
分
散
し
た
子
会
社
の
業

務
の一部
を
代
行
し
、効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。主
な
活
動
機
能
と
し
て
、以
下
の
5
つ

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

経
営
企
画
機
能
：
地
域
全
体
の
経
営
戦
略
の
立

案
、投
資
計
画・中
期
経
営
計
画
の
立
案

業
務
支
援
機
能
：
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
人
事
、

法
務
、税
務
、会
計
、内
部
統
制
な
ど
）を
集
約・統

合
す
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化

持
ち
株
機
能
：
子
会
社
へ
の
投
下
資
本
を
配
当
と

し
て
回
収・再
投
資

金
融
・
財
務
統
括
機
能
：
子
会
社
間
で
の
資
金
の

有
効
活
用

為
替
リ
ス
ク
の
一
括
管
理
に
よ
る
全
体
と
し
て
の

為
替
リ
ス
ク
軽
減

資
金
調
達
窓
口
の
一
本
化

リ
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
商
流
管
理

販
売・物
流・生
産
管
理・技
術
支
援
統
括
機
能
：

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、新
規
販
売
先
開
拓
、仕
入・物
流

の
管
理

　
こ
の
よ
う
な
機
能
を
日
本
本
社
に
代
わ
り
調
整
す
る

為
、地
域
統
括
会
社
に
は
様
々
な
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

迅
速
な
意
思
決
定
を
任
さ
れ
て
い
ま
す（
ま
た
、そ
う
あ

る
べ
き
）。ま
た
一
つ
の
地
域
統
括
会
社
が
全
て
の
機
能

を
併
せ
持
つ
必
要
は
な
く
、各
機
能
ご
と
に
分
散
し
て

複
数
の
地
域
統
括
会
社
を
設
置
し
て
い
る
企
業
も
あ
り

ま
す（
コ
ス
ト
は
必
然
と
高
く
つ
き
ま
す
）。

　
一
方
、業
務
を
委
託
し
た
子
会
社
で
は
、本
業（
製
造

な
ど
）に
専
念
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。※
機
能
集
約
例
お
よ
び
業
務
集

約
例
は
図
1
，2
を
参
照

　　
地
域
統
括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ア
ジ
ア
各
国

は
様
々
な
投
資
優
遇
制
度
を
導
入（
香
港
は
　
年
4
月

以
降
）し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、優
遇
税
制
以
外
に

も
企
業
が
ど
こ
の
国・地
域
に
地
域
統
括
会
社
を
設
置

す
る
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、以
下
5
項

目
が
揃
って
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

地
理
的
優
位
性
：
管
轄
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

金
融
セ
ン
タ
ー
の
存
在
：
資
金
調
達
の
利
便
性

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備（
情
報
通
信
、生
活
環

境
、医
療
環
境
、物
流
）：
駐
在
員
の
居
住
環
境
、

円
滑
な
物
流

政
治
の
安
定
性
と
各
種
法
制
度
の
透
明
性
：
長
期

的
経
営
判
断
が
可
能

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
の
し
や
す
さ（
語
学
、教

育
水
準
の
高
さ
）：
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
の
高
さ

　　　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、香
港
政
府
は
今
ま
で
地
域

統
括
会
社
向
け
優
遇
税
制
を
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
理
由
と
し
て
、香
港
に
は
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、尚
且
つ
簡
素
で
低
税
率（
通

常
の
法
人
税
が
16
･5
％
、オ
フ
シ
ョ
ア
所
得・キ
ャ
ピ
タ

ル
ゲ
イ
ン
非
課
税
）な
税
制
度
が
既
に
存
在
し
て
い
た

為
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、ア
ジ
ア
各
国
が
産
業
の
高
度

化
や
雇
用
増
加
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
の
為

の
各
種
優
遇
措
置
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、相

対
的
に
香
港
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。そ

の
為
、今
年
6
月
に
財
務
・
金
融
統
括
機
能
を
持
つ
地

域
統
括
会
社（
香
港
で
は
C
T
C
：C

orporate 

T
reasury 

C
enters

と
呼
称
さ
れ
る
）向
け
優
遇
税

制
を
含
む
税
務
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。以
下
に

C
T
C
に
関
す
る
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

適
格
C
T
C
の
適
正
な
利
益
に
対
す
る
優
遇
税
率

適
用
：
通
常
16
･5
％
↓
8
･25
％

適
格
C
T
C
と
は
、以
下
の
3
つ
タ
イ
プ
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
　

対
象
年
度
に
お
い
て
香
港
で
以
下
の
よ
う
な
機
能

の
み
を
行
っ
て
い
る【
専
門
型
C
T
C
】

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
貸
付・グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
借
入

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス（
企
業
財
務
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）の
提
供

香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー

ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
取
引（
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
、

ス
タ
ン
ド
バ
イ
L
C
、為
替
ヘッ
ジ
取
引
な
ど
）の
開

始・契
約
締
結
　

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
る

【
多
機
能
型
C
T
C
】

利
益
と
資
産
の
う
ち
75
％
以
上
が
C
T
C
の
機
能

に
よ
る
も
の

内
国
歳
入
庁
長
官
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
必
要

【
認
定
型
C
T
C
】 

　
詳
細
は
表
2
を
参
照

C
T
C
が
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
支
払
っ
た

借
入
金
利
息
の
損
金
算
入
が
可
能
　

香
港
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
活
動
に
基
づ

く
香
港
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
借
入
に
対
す

る
利
払
い
利
息
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、損
金
算
入
が
可
能
と
な
り
、税
務
上
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
は
表
3
を
参
照

 

香
港
を
中
心
に
各
国
の
優
遇
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、優
遇
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
優

遇
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、税
制
の
優
遇
を
与
え
る
国
側
の
立
場
か
ら
す

る
と
当
然
税
収
が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
対
価
と

し
て
相
応
の
投
資
金
額
、雇
用
拡
大
な
ど
の
厳
し
い
条

件
が
地
域
統
括
会
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。香
港
大
手
会
計
事
務
所
の
担
当
者
の
話
で
は
、香

港
に
既
に
進
出
し
て
い
る
地
域
統
括
会
社
は
様
々
な
統

括
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
ル
ー
ル

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
く
、今
回
新
設
さ
れ
た

C
T
C
優
遇
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
タ
ッ
ク
ス・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主

目
的
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
地
域
統
括
会
社

で
す
が
、各
国
の
優
遇
税
制
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は

決
し
て
容
易
で
な
い
た
め
、地
域
統
括
会
社
を
ど
こ
の

最
後
に

国
・
地
域
に
設
置
す
る
か
を
現
在
検
討
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、多
少
の
税
金
の
差
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る『
管
轄
地
域
』、『
業
務
内
容
』を

重
視
し
て
設
置
場
所
を
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
日
本
は
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、今
後
内
需
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
に
く
い
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
日

系
企
業
が
活
躍
の
場
を
求
め
、成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
新
興
国
へ
積
極
的
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

既
に
当
行
顧
客
の
中
に
も
複
数
の
国
に
進
出
さ
れ
、地

域
統
括
会
社
を
設
置
さ
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
A
E
C
発
足
、英
国
の
E
U
離
脱
、製
造
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
集
積
地
の
変
化
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
化

に
順
応
す
る
た
め
に
も
地
域
統
括
会
社
の
存
在
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。地
域
統

括
会
社
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
る
国
に
は
優
遇
制
度

上
の
良
し
悪
し
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
国
自
体
の
強
み

や
弱
み
も
存
在
し
ま
す
。ま
ず
は
会
社
が
地
域
統
括
会

社
に
”何
“を
求
め
る
の
か
目
的
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、設

置
対
象
国・地
域
の
様
々
な
専
門
家
に
現
地
で
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、当
行
駐
在
員
事
務
所
で
は
現

地
に
根
差
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
、会

計
事
務
所
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
良
好
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。今
回
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
地
域
統
括
会
社
以
外
の
法
務
、会
計

相
談
に
つ
い
て
も
直
接
、現
地
の
専
門
家
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
が
可
能
で
す
。是
非
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
石
本 

恒
義
）

【表4 各国の投資優遇税制（香港、シンガポール、タイ、マレーシア）】

【CTC導入で存在感を示すことができるのか世界有数の金融都市セントラル】

【JETROホームページ】

制度名

現行法人税率

優遇法人税率

対象収入

優遇期間

主な優遇条件

香港
CTC

16.5％

8.25％

定めなし

利益・資産割合

タイ
IHQ

20％

0％

15年

シンガポール
RHQ/IHQ/FTC

17％

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

資本金、経費、
統括対象国数など

RHQ：
I HQ：
FTC：

15％
0/5/10％
8％

RHQ：
I HQ：
FTC：

3年+2年延長
5~10年
5~10年

マレーシア
Principal Hub

25％
（賦課年度2016年より24％）

資本金、経費、雇用、
統括対象国数など

Tier1：
Tier2：
Tier3：

0％
5％
10％

Tier1：
Tier2：
Tier3：

5年+5年延長
同上
同上

■投資比較
https://www.jetro.go.jp/world/search/cost_result?countryId%5B%5D=900&countryId%5B%5D=
1100&countryId%5B%5D=1900&countryId%5B%5D=3500

https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfile/report/07000338/asia_seisannetwork_5.pdf#search=
'%E9%A6%99%E6%B8%AF%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E7%B5%B1%E6%8B%AC%E4%BC%9A%E7%A4%BE'

■香港
https://www.jetro.go.jp/world/asia/hk/

■シンガポール
https://www.jetro.go.jp/world/asia/sg/invest_03.html

■タイ
https://www.jetro.go.jp/world/asia/th/invest_03.html

■マレーシア
https://www.jetro.go.jp/world/asia/my/invest_03.html

※資料作成の出所：日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）HP、各国政府 HP、香港ポストを参照し、作成
※各国投資優遇税制記載は一部であり、また制度変更など行われるため、都度、各専門家に確認が必要となります

海外からの適格所得（マネジメントサービス、ロイヤルティ等※各国により定期は異なる）
※シンガポールは上記適格所得の増加分に対して

【表3 CTCが行う香港外グループ会社との
 貸付・借入に係る税務上の取扱い】 

香港でCTCとして行うグループファイナンス
業務を行っている企業

益金参入：香港で実行され貸付に対する利息
　　　　 （香港域外で利用されるものを含む）

損金算入（今回の変更点）
条件：通常の方法で香港外のグループ会社か

らの資金を借入れしていること
香港域外の貸付人は受取利息に対し
て8.25％もしくは16.5％のいずれかの
適用税率より低くない税率で香港域外
で課税されていること
香港域外の貸付人の受取利息の使用
や享受に関して、他者への利息の移転
に関して契約上または法的な義務に
よって制限をうけないこと

対象

受取利息

支払利息

（香港駐在員事務所）
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で
蜂
の
巣
と
い
う
意
味
で
、体
積
に
比
べ
て
表
面

積
が
広
く
、空
気
抵
抗
が
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、音
や
衝
撃
を
吸
収
し
た
り
、断
熱
し
た
り

出
来
る
優
れ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。西
部
技
研

で
は
あ
ら
ゆ
る
素
材
を
こ
の
ハニ
カ
ム
状
に
加
工

し
、吸
着
剤
な
ど
を
効
果
的
に
塗
布
す
る
事
で

ハニ
カ
ム
に
色
々
な
機
能
を
持
た
せ
空
調
機
用
の

機
能
性
ロ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
環
境
保
護
規
制
が
日
増
し

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、特
に
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
な
ど
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
す
原
因

物
質
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
濃
縮
装
置
の
受
注
が
伸

び
て
い
ま
す
。Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
塗
料
や
接
着
剤
な
ど
か

ら
発
生
す
る
た
め
、当
社
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃
縮
装
置

を
自
動
車
の
塗
装
工
場
や
印
刷
工
場
等
に
あ
る

排
ガ
ス
処
理
設
備
の
前
段
機
器
と
し
て
設
置

し
、排
気
中
の
低
濃
度・大
風
量
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
高

濃
度・低
風
量
に
濃
縮
す
る
こ
と
で
、Ｖ
Ｏ
Ｃ
処

理（
燃
焼
）に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ペ
ー
ス
を

抑
え
、設
備
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅

に
削
減
で
き
ま
す
。現
在
も
中
国
系
、外
資
系

を
問
わ
ず
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
企
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
中
国
政
府
は
電
気
自
動
車
な
ど
新
エ
ネ
車

の
普
及
、電
子
部
品
な
ど
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
お
り
、今
後
、リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
半
導
体
の
製
造
工
場
が
急
速
に
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、低
湿
度
が

要
求
さ
れ
る
工
場
へ
の
除
湿
機
お
よ
び
ド
ラ
イ

ル
ー
ム
と
い
っ
た
除
湿
シ
ス
テ
ム
の
需
要
取
り
込

み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
技
術
と
製
品
群
は
、経
済
成
長
に

伴
い
急
激
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」と「
大
気
汚
染
問
題
」の
改
善
に
貢

献
す
る
も
の
で
、今
ま
さ
に
時
代
が
要
求
す
る

も
の
で
す
。今
後
も
製
品
販
売
を
通
じ
て
、中

国
な
ら
び
に
世
界
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や
大

気
汚
染
防
止
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
、幅
広
く

社
会
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
夢
で
あ
り
、

Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
で
は
、社
内
規
則
や
安
全
・
作
業
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
の
遵
守
を
日
本
並
み
に
徹
底
す

る
一
方
、働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
人
材
育
成

の
た
め
、社
員
の
目
標
設
定
と
実
績
に
基
づ
い

た
公
正
な
人
事
評
価
を
実
践
し
、ま
た
中
国
で

は
珍
し
い
家
族
手
当
を
導
入
す
る
な
ど
福
利

厚
生
に
も
力
を
入
れ
、転
職
の
多
い
中
国
で
も

安
定
し
た
社
員
定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

藤
川
総
経
理
は「
社
員
が
、自
分
が
働
く
会
社

の
製
品
が
母
国
の
環
境
保
護
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
役
立
つ
こ
と
に
何
よ
り
も
誇
り
と
や
り
が
い
を

感
じ
る
企
業
で
あ
り
た
い
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。

時
代
が
求
め
る
技
術
力
と
皆
さ
ん
の
結
束
力

の
融
合
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

▲同社外観 ▲工場内の様子

▲集合写真（工場）

▲集合写真（事務所）
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岡
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と
融
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の
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体
製
造
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を
活
用
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境
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、
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機
器
、部
品
の
製
造
を
行
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い
ま
す
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機
や
全
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室
内
外
の
湿
度
と
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度
を

調
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し
冷
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房
効
率
を
向
上
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せ
る
装
置
）な
ど
日

本
国
内
で
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
誇
る
同
社
で
す

が
、海
外
へ
30
年
以
上
前
か
ら
進
出
し
、現
在
で
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、米
国
、そ
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て
中
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に
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造
拠
点
を
か
ま

え
世
界
40
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国
以
上
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を
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り
、近
年
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に
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ー
バ
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展
開
を
加
速
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て
い
ま
す
。今
回

は
海
外
製
造
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、来
年
で
中
国
進

出
10
年
を
迎
え
る
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
の
現
地
法
人

「
西
部
技
研
環
保
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能
設
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常
熟
）有
限
公
司
」（
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Ｇ
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ｈ
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、以
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Ｓ
Ｇ
Ｃ
」）の
藤
川
総
経
理
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
は
、上
海
市
か
ら
北
西
へ
車
で
約
１
時
間

半
の
常
熟
市
に
本
社
と
工
場
を
置
き
、日
本
と
同
様

に「
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
」を
コ
ア
と
す
る
全
熱
交
換
器
、

除
湿
機
、Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
溶
剤
）濃
縮
装
置
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
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蜂
の
巣
と
い
う
意
味
で
、体
積
に
比
べ
て
表
面

積
が
広
く
、空
気
抵
抗
が
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、音
や
衝
撃
を
吸
収
し
た
り
、断
熱
し
た
り

出
来
る
優
れ
た
機
能
が
あ
り
ま
す
。西
部
技
研

で
は
あ
ら
ゆ
る
素
材
を
こ
の
ハニ
カ
ム
状
に
加
工

し
、吸
着
剤
な
ど
を
効
果
的
に
塗
布
す
る
事
で

ハニ
カ
ム
に
色
々
な
機
能
を
持
た
せ
空
調
機
用
の

機
能
性
ロ
ー
タ
ー
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
環
境
保
護
規
制
が
日
増
し

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、特
に
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
な
ど
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
す
原
因

物
質
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
濃
縮
装
置
の
受
注
が
伸

び
て
い
ま
す
。Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
塗
料
や
接
着
剤
な
ど
か

ら
発
生
す
る
た
め
、当
社
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃
縮
装
置

を
自
動
車
の
塗
装
工
場
や
印
刷
工
場
等
に
あ
る

排
ガ
ス
処
理
設
備
の
前
段
機
器
と
し
て
設
置

し
、排
気
中
の
低
濃
度・大
風
量
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
高

濃
度・低
風
量
に
濃
縮
す
る
こ
と
で
、Ｖ
Ｏ
Ｃ
処

理（
燃
焼
）に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ス
ペ
ー
ス
を

抑
え
、設
備
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅

に
削
減
で
き
ま
す
。現
在
も
中
国
系
、外
資
系

を
問
わ
ず
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
企
業
か

ら
の
引
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
中
国
政
府
は
電
気
自
動
車
な
ど
新
エ
ネ
車

の
普
及
、電
子
部
品
な
ど
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
お
り
、今
後
、リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
や
半
導
体
の
製
造
工
場
が
急
速
に
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、低
湿
度
が

要
求
さ
れ
る
工
場
へ
の
除
湿
機
お
よ
び
ド
ラ
イ

ル
ー
ム
と
い
っ
た
除
湿
シ
ス
テ
ム
の
需
要
取
り
込

み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
技
術
と
製
品
群
は
、経
済
成
長
に

伴
い
急
激
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
」と「
大
気
汚
染
問
題
」の
改
善
に
貢

献
す
る
も
の
で
、今
ま
さ
に
時
代
が
要
求
す
る

も
の
で
す
。今
後
も
製
品
販
売
を
通
じ
て
、中

国
な
ら
び
に
世
界
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
や
大

気
汚
染
防
止
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
、幅
広
く

社
会
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
夢
で
あ
り
、

Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
で
は
、社
内
規
則
や
安
全
・
作
業
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
の
遵
守
を
日
本
並
み
に
徹
底
す

る
一
方
、働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
人
材
育
成

の
た
め
、社
員
の
目
標
設
定
と
実
績
に
基
づ
い

た
公
正
な
人
事
評
価
を
実
践
し
、ま
た
中
国
で

は
珍
し
い
家
族
手
当
を
導
入
す
る
な
ど
福
利

厚
生
に
も
力
を
入
れ
、転
職
の
多
い
中
国
で
も

安
定
し
た
社
員
定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

藤
川
総
経
理
は「
社
員
が
、自
分
が
働
く
会
社

の
製
品
が
母
国
の
環
境
保
護
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
役
立
つ
こ
と
に
何
よ
り
も
誇
り
と
や
り
が
い
を

感
じ
る
企
業
で
あ
り
た
い
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。

時
代
が
求
め
る
技
術
力
と
皆
さ
ん
の
結
束
力

の
融
合
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
平
田 

治
郎
）

▲同社外観 ▲工場内の様子

▲集合写真（工場）

▲集合写真（事務所）

　
株
式
会
社
西
部
技
研

（
本
社
：
福
岡
県
古
賀
市
）

は「
独
創
と
融
合
」を
経
営

理
念
と
し
て
、同
社
独
自
の

ハニ
カ
ム
積
層
体
製
造
技
術

を
活
用
し
た
環
境
保
全
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
、部
品
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
湿
機
や
全
熱
交
換
器（
室
内
外
の
湿
度
と
温
度
を

調
整
し
冷
暖
房
効
率
を
向
上
さ
せ
る
装
置
）な
ど
日

本
国
内
で
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
誇
る
同
社
で
す

が
、海
外
へ
30
年
以
上
前
か
ら
進
出
し
、現
在
で
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、米
国
、そ
し
て
中
国
に
製
造
拠
点
を
か
ま

え
世
界
40
カ
国
以
上
へ
製
品
を
供
給
し
て
お
り
、近
年

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。今
回

は
海
外
製
造
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、来
年
で
中
国
進

出
10
年
を
迎
え
る
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
の
現
地
法
人

「
西
部
技
研
環
保
節
能
設
備（
常
熟
）有
限
公
司
」（
Ｓ

Ｇ
Ｃ
ｈ
ｉｎａ
、以
下「
Ｓ
Ｇ
Ｃ
」）の
藤
川
総
経
理
に
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｃ
は
、上
海
市
か
ら
北
西
へ
車
で
約
１
時
間

半
の
常
熟
市
に
本
社
と
工
場
を
置
き
、日
本
と
同
様

に「
ハ
ニ
カ
ム
構
造
体
」を
コ
ア
と
す
る
全
熱
交
換
器
、

除
湿
機
、Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
溶
剤
）濃
縮
装
置
の

製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ハニ
カ
ム
」と
は
英
語

株式会社西部技研
海外進出
最前線

Representat ive Office

1

‾は
じ
め
に

2

‾高
ま
る
ニ
ー
ズ

3

‾こ
れ
か
ら
の
展
望

4
‾お

わ
り
に

現地法人

住 所

T E L

上海支店

T E L

親 会 社
住 所
T E L

：

：

：

：

：

：
：
：

PROFILE

西部技研環保節能設備
（常熟）有限公司
江蘇省常熟東南経済開発
区金麟路8号
+86-512-5230-3000

上海市長寧区延安西路2299号 
上海世貿商城11Ｍ12
+86-21-6236-3005

株式会社西部技研
福岡県古賀市青柳3108-3
092-942-3511

西部技研環保節能設備（常熟）有限公司

海外に進出されている福岡銀行箱崎支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

▲VOC濃縮装置

超高層ビル群

71 FFG MONTHLY SURVEY Vol.94



当
初
は
日
本
人
1
名
、現
地
ス
タ
ッ
フ
2
名
の

体
制
で
し
た
が
、現
在
は
日
本
人
2
名
、現
地

ス
タ
ッ
フ
5
名
の
体
制
で
、漁
船
向
け
な
ど
の

舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を
日
本
か
ら
輸
入

し
、販
売
す
る
と
共
に
、併
設
の
工
場
に
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
の
遠
洋
漁
船
は
年
に
1
回
程
の
周
期

で
し
か
寄
港
し
な
い
こ
と
か
ら
、現
地
企
業
は

製
品
を
一
旦
必
ず
船
か
ら
降
ろ
し
て
、消
耗
部

品
を
全
て
交
換
す
る
の
に
対
し
、当
社
は
必
要

に
応
じ
製
品
を
船
か
ら
降
ろ
し
て
、交
換
が
必

要
な
部
品
の
み
交
換
し
、整
備
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
当
社
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
価
格
競
争
力
も
あ
り
、コ
ス
ト
意
識
の

高
い
お
客
様
の
囲
い
込
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
社
工
場
に
設
置
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

テ
ス
ト
ス
タ
ン
ド
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

今
後
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
当
社
製
品
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
船
が
東
南
ア

ジ
ア
等
に
も
転
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
対
応
が
可
能
な
現
地
業
者
は
少
な
く
、ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

中
国
本
土
も
見
様
見
真
似
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
い
、と
り
あ
え
ず
直
れ
ば
い
い
、動
け
ば
い
い
と

考
え
る
業
者
が
多
く
、技
術
者
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
認
識
で
す
。油
圧
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
は
当
社
が
一
番
だ
と
自
負
し
て
お
り
、台
湾

で
も
十
分
な
社
員
教
育
を
行
い
な
が
ら
、台
湾

で
油
圧
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
言
え
ば「
T
M
H
T

（
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）」と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、将

来
的
に
は
台
湾
で
育
成
し
た
人
材
の
中
華
圏
で

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
技
術
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
台
湾
に

お
い
て
、当
社
は
日
本
企
業
な
ら
で
は
の
き
め
細

か
い
、ま
た
、価
格
競
争
力
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
て
お
り
、台
湾
で
も
今
後
更
に
お
取

引
を
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま

た
、台
湾
の
み
な
ら
ず
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
広
が
り
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
台
北
駐
在
員
事
務
所
　
平
山 

孝
行
）

▲パワーブロック動作測試 ▲整備後出港前▲テストスタンド

▲台湾海洋油圧機械科技股份有限公司の皆様

　
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
は
、1
9
6
3

年
に
以
西
底
曳
網
漁
業
向

け
油
圧
機
器
の
販
売
・
修

理
業
と
し
て
営
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。現
在
で
は
、舶
用
甲
板
機
械
シ
ス
テ
ム
の
設
計・

製
造
サ
ー
ビ
ス
か
ら
販
売
、油
圧
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
至
る
ま
で
総
合
舶
用
油
圧
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
海
外
に
代
理
店
も
置
き
、ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
に
販
路
を
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、マ
リ
ン
ハ

イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
海
外
現
地
法
人
で
あ
る
台

湾
海
洋
油
圧
機
械
科
技
股
份
有
限
公
司
を
訪
問
し
、

木
下
総
経
理
、酒
井
様
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
当
社
は
、1
9
8
7
年
に
台
湾
の
ま
き
網
漁
船
市

場
に
参
入
し
て
い
ま
す
。船
舶
油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
を

主
に
遠
洋
漁
船
向
け
に
納
品
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に

約
1
0
0
隻
へ
納
品
実
績
が
あ
り
ま
す
。台
湾
の
業

界
内
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
頃
か
ら
、現
地
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
需
要
も
高
ま
り
、

取
引
先
と
造
船
所
が
集
中
す
る
高
雄
市
に

2
0
1
3
年
に
マ
リ
ン
ハ
イ
ド
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の

1
0
0
％
出
資
子
会
社
を
設
立
し
て
い
ま
す
。設
立

マリンハイドロテック株式会社
海外進出
最前線

Representat ive Office

1

‾は
じ
め
に

3

‾今
後
の
展
開

4

‾最
後
に

現地法人

住 所
T E L
F A X

親 会 社
住 所
T E L
F A X
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PROFILE

MARINE HYDROTEC 
CO., LTD. 
台湾海洋油圧機械科技
股份有限公司
台湾高雄市小港区台糖路7号
+886-7-806-2092
+886-7-806-2091

マリンハイドロテック株式会社
福岡市中央区港3丁目50番1号
092-711-1091
092-711-1749

MARINE HYDROTEC CO., LTD. （台湾海洋油圧機械科技股份有限公司）

海外に進出されている福岡銀行湊町支店のお取引先企業グループのご紹介です。

Representat ive   　 f  f ice
海外進出最前線

高雄港と貨物船

▲整備風景
台
湾
進
出
の
経
緯
と

現
在
の
事
業
内
容
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当
初
は
日
本
人
1
名
、現
地
ス
タ
ッ
フ
2
名
の

体
制
で
し
た
が
、現
在
は
日
本
人
2
名
、現
地

ス
タ
ッ
フ
5
名
の
体
制
で
、漁
船
向
け
な
ど
の

舶
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油
圧
シ
ス
テ
ム
製
品
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日
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か
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輸
入

し
、販
売
す
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、併
設
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工
場
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て
メ
ン

テ
ナ
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行
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ま
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。

　
現
地
の
遠
洋
漁
船
は
年
に
1
回
程
の
周
期

で
し
か
寄
港
し
な
い
こ
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ら
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地
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は

製
品
を
一
旦
必
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船
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耗
部
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の
に
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し
、当
社
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必
要

に
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製
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を
船
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降
ろ
し
て
、交
換
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必
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な
部
品
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み
交
換
し
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備
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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行
っ
て
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ま
す
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た
が
っ
て
当
社
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
価
格
競
争
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あ
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お
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囲
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込
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し
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ま
す
。
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れ
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ン
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さ
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ナ
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技
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り
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湾
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湾
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台
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。
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業
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め
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た
、価
格
競
争
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の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
て
お
り
、台
湾
で
も
今
後
更
に
お
取

引
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拡
大
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と
と
思
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ま
す
。ま

た
、台
湾
の
み
な
ら
ず
中
国
や
東
南
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へ
の
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ジ
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ス
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広
が
り
の
可
能
性
を
感
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ま
し
た
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修
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